
 

平成 26 年度新庄村水質検査計画 
 

 
 

 

 

 

新庄村役場産業建設課では水道の水質基準改正（平成 16年 4月 1日施行）

に伴う水道法施行規則改正によって水質検査計画を策定します。 

 

 

検査計画の内容 

1. 基本的な方針 

2. 水道事業の概要 

3. 原水及び水道水の状況 

4. 検査項目及び検査頻度 

5. 検査地点 

6. 臨時の水質検査 

7. 水質検査の方法と委託する内容 

8. 水質検査計画及び結果の公表について 

9. 検査結果の評価について 

10. 水質検査の精度と信頼性保証について 

11. 関係者との連携 
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基本的な方針 

水道水が水質基準に適合し、安全であることを保証するために、以下の

方針で水質検査を行います。 

（1） 検査地点 

水質基準が適用される給水栓（蛇口）に加え、浄水場の原水（浄水

場の入口地点）及び配水（浄水場の出口地点）とします。 

（2） 検査項目 

水道法で検査が義務づけられている水質基準項目、検査を行うこと

が望ましいとされる水質管理目標設定項目とします。 

（3） 検査頻度 

   水道法及び本村の過去の検査結果などに基づいて、項目に応じて頻

度を設定し検査を実施します。 

 

 

1. 水道事業の概要 

新庄村の水道は、新庄川及び野土路川の伏流水を水源としています。 

 

浄水施設の概要 

 表 1 のとおり２箇所の浄水場と 3箇所の簡易給水施設があります。 

 

表 1 浄水施設の概要 

 

浄水場の名称 カケ浄水場 野土路浄水場 
長床簡易給水

施設 

所 在 地 カケ 野土路 長床 

水 源 新庄川 野土路川 表流水 

処理方式 
緩速ろ過・

急速ろ過 

緩速ろ過 緩速ろ過 

 

 

浄水場の名称 
田浪簡易給水

施設 

滝の尻簡易給

水施設 

所 在 地 田浪 滝の尻 

水 源 表流水 表流水 

処理方式 緩速ろ過 緩速ろ過 
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2. 原水及び水道水の状況 

（1） 原水（浄水場の入口地点）の水質で留意すべき状況 

浄水場ごとに留意すべき対象項目及び対処方法は表2のとおりです。 

 

表 2 原水の留意すべき対象項目及び対処方法 

 

浄水場 留意すべき事項 対象項目 対処方法 

カケ 降雨による濁水 濁度 沈砂池の利用 

野土路 降雨による濁水 濁度  

田浪 降雨による濁水 濁度 沈砂池の利用 

滝の尻 降雨による濁水 濁度 沈砂池の利用 

長床 降雨による濁水 濁度 沈砂池の利用 

（2） 水道水の状況 

水道水は水質基準を全て満たしており、安全で良質な水をお届けし

ております。 

 

 

3. 検査項目と検査頻度 

（1）水質検査項目 

水質基準項目は全項目を検査します。また、色及び濁り並びに消毒

の残留効果に関する検査も法令どおり行います。 

水質管理目標設定項目については、明らかに監視が必要のない亜塩

素酸、塩素酸及び二酸化塩素を除き、農薬類を含め全て検査します。 

さらに、水質基準項目や水質管理目標設定項目以外で、一般に関心

の高い項目である病原性生物（クリプトスポリジウム）等の指標菌に

ついても検査を実施します。 

（2）検査頻度 

ア 水質基準項目（別紙 1、3参照） 

（ア） 給水栓（蛇口） 

   給水栓における水質基準項目の検査は、従来、全国一律に義務

づけられていましたが、地域性を考慮し、水道事業体の状況に応

じて検査頻度を減じることができることになりました。 

   本村は、法令で定められた頻度（原則年 4 回）を基本とし、そ

の他特に水質管理上注意すべき項目を考慮し、以下の方針に基づ

き、検査頻度を決定することとします。 

   なお、法令では、検査頻度を減じる要件として過去 3 年間の検

査結果によることとされていますが、村はより安全を期すること

から、過去５年間の検査結果により判断することとしています。 
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（a） 過去の検査結果が基準値の 10分の 1以下である項目につい

ては、水質条件が厳しくなる時期の年 1回の検査とします。

（法令では、3年に 1回まで減じることができます。） 

（b） 過去の検査結果が基準値の 5 分の 1 以下である項目につい

ては、年 1 回の検査とします。（法令では、1 年に 1 回まで

減じることができます。） 

（c） 過去の検査結果で最高値が基準値の 2分 1を超える項目は、

月 1回の検査とします。 

（d） 新規項目及び測定法が大幅に変更になった項目については、

過去の検査結果により頻度を減じることができる場合でも、

年 4回の検査とします。 

（e） 浄水場使用薬品及び水道資機材に要因があるもので、監視

が必要な項目は、過去の検査結果により頻度を減じること

ができる場合でも、年 1回の検査とします。 

（イ） 原水 

   原水（浄水場の入口地点）の水質検査も、適切な水質管理を行

う上で重要ですので、年 1回の検査とします。 

イ 毎日検査項目（別紙 1、3参照） 

  色及び濁り並びに消毒の残留効果は、1日 1回以上検査します。 

ウ 水質管理目標設定項目（別紙 2、3参照） 

  水質管理目標設定項目は、水質管理上留意すべきものとされてい

るため、給水栓、配水及び原水（浄水場の入口地点）について、以

下のとおり検査をします。 

（ア）水質基準項目と同様に最低頻度を年 1回とします。 

（イ）農薬については、法令で示された 102 項目のうち、水源域で使

用される可能性のある農薬 10 項目を、年 1 回の検査とします。

検査時期は、農薬の散布時期に合わせ、原水（浄水場の入口地

点）を 4月から 8月の間に実施します。 

 

 

4. 検査地点 

（1）  毎日検査については、各浄水場ごとに配水系統が分かれています

ので、各浄水場系統 1箇所ずつ計２箇所にて検査を行います。 

また、1 日 1 回行う検査（色及び濁り並びに消毒の残留効果）は、

カケ浄水場に設置している水質自動計器等箇所で行います。 

さらに、消毒用の残留塩素濃度を適切な値に確保するため、残留

塩素試薬により検査を行います。 
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表 3 毎日検査の水質検査採水場所 

 

毎日検査 

浄水場名 水質検査採水場所 

カケ浄水場 新庄村役場 

野土路浄水場 山の駅 

  

  

  

 

 

（2） 水質基準項目の検査は、各浄水場系統 1箇所ずつ計２箇所にて検査

を行います。（表 4参照） なお、水質管理上必要である原水（浄水場

の入口地点）についても実施します。 

 

 

表 4 水質基準項目検査の水質検査採水場所 

 

水質基準項目 

の検査 

浄水場名 水質検査採水場所 

カケ浄水場 新庄村役場 

野土路浄水場 山の駅 

  

  

  

 

 

5. 臨時の水質検査 

水道水が水質基準に適合しないおそれがある次のような場合には、臨時

の水質検査を行います。 

 

① 水源の水質が著しく悪化したとき 

② 水源に異常があったとき 

③ 水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行し

ているとき 

④ 浄水過程に異常があったとき 

⑤ 配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれが

あるとき 

⑥ その他特に必要があると認められるとき 
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6. 水質検査の方法と委託する内容 

採水・水質検査・成績書の発行までの業務を水道法第 20 条第 3項による

厚生労働大臣登録機関に委託して行います。 

委託先の選定については、検査精度と信頼性を重視します。 

（1） 水道水質検査においては、その精度と信頼性の保証は極めて重要

です。このため、信頼性保証システムとしては、ISO17025 や ISO9000

シリーズが定められていますので、飲料水検査においては検査結果

を客観的に保証する ISO9001 認証取得検査機関とします。 

（2） 水質基準項目において、すべての項目が自社分析できる検査機関

とします。 

 

なお、本年度は財団法人岡山県健康づくり財団に委託します。 

 

 

7. 水質検査計画及び結果の公表 

水質検査計画や水質検査結果については新庄村のホームページで公表し

ます。また、産業建設課で閲覧できるようにします。 

 

（新庄村のホームページアドレスは http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

です。） 

 

 

水 質 検 査 計 画 策 定

検 査 の 実 施

検 査 結 果 の 評 価

産 業 建 設 課

公 表

ご 意 見

お 客 様

公 表
（ホームページ）

 
 

 

 

 

8. 検査結果の評価について 

検査結果の評価は検査ごとに行います。また、検査の結果をもとに、必

要があれば検査計画を見直していきます。 
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9. 水質検査の精度と信頼性保証について 

水質基準への適合を確認するための水質検査は、配水される水の安全性

を確認するための検査であり、水道事業者による水質管理を総体として評

価する検査であり、水の安全性を確認することを考えれば、正確、かつ精

度の高いものが必要となります。 

水質基準項目については、微生物から化学物質まで多種多様にわたって

おり、その検査レベルもμｇ/ｌといった極微量レベルでの測定が求められ

ることから、水質検査の測定値の信頼性を確保するため、委託する検査機

関に対して、検査の信頼性の確保策として国際標準 ISO9000 が機能してお

り、外部精度管理等による正確かつ精度の高い検査体制が確立され、緊急

時での対応可能なことのほか、下記の要件を満足するようにしています。 

（1） 水質検査の精度 

   原則として基準値及び目標値の 1/10 以下の値が得られ、基準値及び

目標値の 1/10 付近において、変動係数が無機化合物で 10％以内、また

有機化合物で 20％以内の水質検査を行います。 

（2） 信頼性保証 

   水道水質検査において、その精度と信頼性の保証は極めて重要であ

ることから信頼性保証部門と水質検査部門に各責任者を配置した組織

体制が整備され、標準作業書による検査のマニュアル化が行われ、測

定者間のバラツキをなくす等、統一的に正確な検査結果を得るための

体制が図られている機関に委託することにより水質検査の信頼性を確

保しています。 

   さらに、精度管理については機関内での精度管理の評価試験を行わ

せるとともに外部が行う精度管理の評価試験を受けさせ、その結果が

「不満足」又は「質疑あり」とされるＺ値の絶対値が２を超えないよ

う、精度のよい測定を行わせるなど信頼性の保証に努めています。 

 

 

 

 

 

 

委託水質検査機関：（財）岡山県健康づくり財団         ＧＣ／ＭＳによる農薬等類の測定 

 

 

10. 関係者との連携 

新庄村は、水道水の安全性を確保していくため、県の保健所、岡山県三

川水質汚濁防止連絡協議会、近隣水道事業体等と連絡調整を行い、水質保

全に万全を期しています。 
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番号 項目名 給水栓 原水 設定理由

基準１ 大腸菌 12 1

基準２ 一般細菌 100個/ml 以下 12 1

基準３ カドミウム及びその化合物 0.003 mg/l以下 1 1

基準４ 水銀及びその化合物 0.0005 mg/l以下 1 1

基準５ セレン及びその化合物 0.01 mg/l以下 1 1

基準６ 鉛及びその化合物 0.01 mg/l以下 1 1

基準７ ヒ素及びその化合物 0.01 mg/l以下 1 1

基準８ 六価クロム化合物 0.05 mg/l以下 1 1

基準９ シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01 mg/l以下 4 1

基準１０ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 mg/l以下 4 1

基準１１ フッ素及びその化合物 0.8 mg/l以下 1 1

基準１２ ホウ素及びその化合物 1 mg/l以下 1 1

基準１３ 四塩化炭素 0.002 mg/l以下 1 1

基準１４ １．４－ジオキサン 0.05 mg/l以下 1 1

基準１５ １．シス－1,2－ジクロロエチレン及びトランス－1，2－ジクロロエチレン 0.04 mg/l以下 1 1

基準１６ ジクロロメタン 0.02 mg/l以下 1 1

基準１７ テトラクロロエチレン 0.01 mg/l以下 1 1

基準１８ トリクロロエチレン 0.01 mg/l以下 1 1

基準１９ ベンゼン 0.01 mg/l以下 1 1

基準２０ 塩素酸 0.6 mg/l以下 4 1

基準２１ クロロ酢酸 0.02 mg/l以下 4

基準２２ クロロホルム 0.06 mg/l以下 4

基準２３ ジクロロ酢酸 0.04 mg/l以下 4

基準２４ ジブロモクロロメタン 0.1 mg/l以下 4

基準２５ 臭素酸 0.01 mg/l以下 4

基準２６ 総トリハロメタン 0.1 mg/l以下 4

基準２７ トリクロロ酢酸 0.2 mg/l以下 4

基準２８ ブロモジクロロメタン 0.03 mg/l以下 4

基準２９ ブロモホルム 0.09 mg/l以下 4

基準３０ ホルムアルデヒド 0.08 mg/l以下 4

基準３１ 亜鉛及びその化合物 1 mg/l以下 1 1

基準３２ アルミニウム及びその化合物 0.2 mg/l以下 4 1

基準３３ 鉄及びその化合物 0.3 mg/l以下 1 1

基準３４ 銅及びその化合物 1 mg/l以下 1 1

基準３５ ナトリウム及びその化合物 200 mg/l以下 1 1

基準３６ マンガン及びその化合物 0.05 mg/l以下 1 1

基準３７ 塩化物イオン 200 mg/l以下 12 1

基準３８ カルシウム、マグネシウム等（硬度） 300 mg/l以下 1 1

基準３９ 蒸発残留物 500 mg/l以下 1 1

基準４０ 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/l以下 1 1

基準４１ ジェオスミン 0.00001 mg/l以下 1 1

基準４２ ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/l以下 1 1

基準４３ 非イオン界面活性剤 0.02 mg/l以下 1 1

基準４４ フェノール類 0.005 mg/l以下 1 1

基準４５ 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 3 mg/l以下 12 1

基準４６ ｐＨ値 12 1

基準４７ 味 12 1

基準４８ 臭気 12 1

基準４９ 色度 ５度 以下 12 1

基準５０ 濁度 ２度 以下 12 1

別紙1　水質基準項目及び検査頻度

異常でないこと

基準値

検出されないこと

5.8以上8.6以下

異常でないこと
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別紙2　水質監視項目（水質管理目標設定項目等）

表流水

原　水 浄　水 その他の項目（原水）

1 アンチモン及びその化合物 1 ジクロロアセトニトリル アンモニア態窒素

2 ウラン及びその化合物 2 抱水クロラール ＢＯＤ

3 ニッケル及びその化合物 3 残留塩素　※ ＣＯＤ

4 亜硝酸性窒素 4 遊離炭酸 全窒素

5 １，２－ジクロロエタン 5 マンガン及びその化合物　※ 全りん

6 トランス－１，２－ジクロロエチレン 6 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）　※ 紫外線（ＵＶ）吸光度

7 １，１，２－トリクロロエタン 7 臭気強度（ＴＯＮ） トリハロメタン（THM)生成能

8 トルエン 8 ｐＨ値　※ 浮遊物質量（ＳＳ）

9 農薬類 9 腐食性（ランゲリア指数) 生物

10 フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） 10 蒸発残留物　※

11 硬度（カルシウム、マグネシウム等）　※ 11 濁度　※

12 マンガン及びその化合物　※

13 １，１，１－トリクロロエタン

14 メチル－ｔ－ブチルエーテル（ＭＴＢＥ）

15 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）　※

16 濁度　※

17 ｐＨ値　※

地下水

原　水 浄　水 その他の項目（原水）

1 アンチモン及びその化合物 1 ジクロロアセトニトリル アンモニア態窒素

2 ウラン及びその化合物 2 抱水クロラール

3 ニッケル及びその化合物 3 残留塩素　※

4 亜硝酸性窒素 4 遊離炭酸

5 １，２－ジクロロエタン 5 マンガン　※

6 トランス－１，２－ジクロロエチレン 6 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）　※

7 １，１，２－トリクロロエタン 7 臭気強度（ＴＯＮ）

8 トルエン 8 ｐＨ値　※

9 農薬類 9 腐食性（ランゲリア指数)

10 フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） 10 蒸発残留物　※

11 硬度（カルシウム、マグネシウム等）　※ 11 濁度　※

12 マンガン及びその化合物　※

13 １，１，１－トリクロロエタン

14 メチル－ｔ－ブチルエーテル（ＭＴＢＥ）

15 有機物等（過マンガン酸カリウム消費量）　※

16 濁度　※

17 ｐＨ値　※

※印の項目は、基準項目と同じことであり、同年度内に測定した場合は省略可。

その他の項目については、ここにあげた以外の項目を含め、各事業体の判断で測定する。  
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番号
省略

可否
検査項目 採水場所 検査頻度 検査回数の減 省略の可否

基準１ × 一般細菌 給水栓 おおむね月１回以上 不可 不可

基準２ × 大腸菌 給水栓 おおむね月１回以上 不可 不可

基準３ ○ カドミウム及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準４ ○ 水銀及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準５ ○ セレン及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準６ ○ 鉛及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２）

基準７ ○ ヒ素及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準８ ○ 六価クロム化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２）

基準９ × シアン化物イオン及び塩化シアン 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準１０ × 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） 不可

基準１１ ○ フッ素及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準１２ ○ ホウ素及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２）
（注３）海水を原水と

する場合は不可

基準１３ ○ 四塩化炭素 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１４ ○ １．４－ジオキサン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１５ ○ １．１-ジクロロエチレン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１６ ○ シス－１．２－ジクロロエチレン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１７ ○ ジクロロメタン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１８ ○ テトラクロロエチレン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準１９ ○ トリクロロエチレン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準２０ ○ ベンゼン 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注６）

基準２１ × クロロ酢酸 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２２ × クロロホルム 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２３ × ジクロロ酢酸 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２４ × ジブロモクロロメタン 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２５ ○ 臭素酸 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可

（注３浄水処理にオ

ゾン処理、消毒に次

亜塩素酸を用いる場

合は不可。

基準２６ × 総トリハロメタン 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２７ × トリクロロ酢酸 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２８ × ブロモジクロロメタン 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準２９ × ブロモホルム 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準３０ × ホルムアルデヒド 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 不可 不可

基準３１ ○ 亜鉛及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注４）

基準３２ ○ アルミニウム及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注４）

基準３３ ○ 鉄及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注４）

基準３４ ○ 銅及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注４）

基準３５ ○ ナトリウム及びその化合物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準３６ ○ マンガン及びその化合物 給水栓 おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準３７ × 塩化物イオン 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準３８ ○ カルシウム、マグネシウム等（硬度） 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準３９ ○ 蒸発残留物 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準４０ ○ 陰イオン界面活性剤 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準４１ ○ ジェオスミン 給水栓 原因藻類発生時期に月に１回以上 不可 （注７）

基準４２ ○ ２－メチルイソボルネオール 給水栓 原因藻類発生時期に月に１回以上 不可 （注７）

基準４３ ○ 非イオン界面活性剤 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準４４ ○ フェノール類 浄水施設出口可（注１） おおむね３ヶ月に１回以上 年１回又は３年に１回（注２） （注３）

基準４５ × 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準４６ × ｐＨ値 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準４７ × 味 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準４８ × 臭気 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準４９ × 色度 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

基準５０ × 濁度 給水栓 おおむね月１回以上 おおむね３ヶ月に１回以上（注５） 不可

毎日１ × 色 給水栓 １日１回以上 不可 不可

毎日２ × 濁り 給水栓 １日１回以上 不可 不可

毎日３ × 消毒の残留効果 給水栓 １日１回以上 不可 不可

（注１） 送・排水施設において濃度が上昇しないことが確認される場合は、給水栓の他ほか、浄水施設出口、送水施設又は排水施設のいずれかの場所で採水することができる。

（注２） 原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって、過去３年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは、おおむね１年に１回以上と、過去３年

間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは、おおむね３年に１回以上まで、検査頻度を減らすことが可能。

（注３） 過去の検査結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、原水並びに水源及びその周辺の状況を勘案し、検査を行う必要がないことが明らかであるとみとめられ

る場合は、省略可。

（注４） 過去の検査結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、原水並びに水源及びその周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し、検査を行う必要

がないことが明らかであると認められる場合は、省略可。

（注５） 連続的に計測及び記録がなされている場合は、おおむね年３月に１回以上まで、検査頻度を減らすことが可能。

（注６） 過去の検査結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、原水並びに水源及びその周辺の状況（地下水を水源とする場合は、近傍の地域における地下水の状況

を含む。）を勘案し、検査を行う必要がないことが明らかであると認められる場合は、省略可。

（注７） 過去の検査結果が基準値の２分の１を超えたことがなく、かつ、原水並びに水源及びその周辺の状況（湖沼等の停滞水域を水源とする場合は、当該基準項目を産出す

る藻類の発生状況を含む）を勘案し、検査を行う必要がないことが明らかであると認められる場合は、省略可。

別紙3　定期検査項目と検査頻度及びその省略の可否
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この水質検査計画についてのお客さまのご意見をお寄せください。 

お客さまからのご意見は今後の水質検査計画作成にあたり参考とさせ

ていただきます。 

 

 

お問合せ先及び宛先  新庄村役場産業建設課 

〒717-0201 

岡山県真庭郡新庄村 2008-1 

TEL 0867-56-2626(代) 0867-56-2628(直) 

FAX 0867-56-2629 

E-ﾒｰﾙ sangyoukensetsu@vill.shinjo.lg.jp 


